
地 域 振 興 費



決 算 報 科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果告 書 頁 千円 千円184 地 域 振 興 総 務 費 1,978,347 741,012 文化の振興［「平成28年度 重点課題に関する評価」掲載課題］地 域 振 興 部 国 73,552 事 業 名 金 額 内 容企 画 管 理 室 手 11,555南 部 東 部 振 興 課 諸 106 （仮称）奈良県国際 千円 歴史文化資源活用の先駆的拠点である（仮称）奈良県国際芸術家村の施86,574地 域 政 策 課 ㊀ 655,799 芸 術 家 村 整 備 事 業 設・設備等の整備に向けた基本計画の策定等エ ネ ル ギ ー 政 策 課 前年度繰越分 前年度繰越分66,120 64,435当該年度分 当該年度分1,912,227 676,577翌年度へ繰越1,181,375184 南 部 東 部 振 興 費 323,107 264,175 南部地域・東部地域の振興［「平成28年度 重点課題に関する評価」掲載課題］南 部 東 部 振 興 課 国 41,425 １ 訪れてみたくなる地域づくり観 光 プ ロ ㊀ 222,750 （１）魅力を発見する、創る 53,095千円モ ー シ ョ ン 課 前年度繰越分 前年度繰越分 事 業 名 金 額 内 容4,542 4,300当該年度分 当該年度分 千円 南部振興基本計画及び東部振興基本計画に掲げる奥大和地域の振興のた318,565 259,875 奥 大 和 振 興 めの具体的な取組の実現に向けた検討9,478プロジェクト検討事業 奥大和の魅力ある仕事づくりプロジェクトの推進奥大和地域の事業者に対する新たな販路拡大への支援奥大和地域の特色を活かした、くらしやすくにぎわいのある地域社会を奥 大 和 魅 力 963 構築するため、住民自らが検討する取組を支援創出モデル検討事業 地域資源を活かした吉野町上市地区の賑わい再生全国の過疎地域における地域づくり活動関係者や県・市町村の担当者等が、地域の振興に向けた全国の優良な取組を共有するとともに、地域の魅力を発信するためのシンポジウムを開催全国過疎問題シンポ 時 期 全体会、交流会 平成28年10月13日ジウム2016ｉｎなら 4,500 分科会 平成28年10月14日開 催 事 業 場 所 全体会、交流会 かしはら万葉ホール分科会 五條市、曽爾村、天川村、川上村の各会場参加者 全体会 662名 分科会 760名奥大和地域が「頻繁に訪れてもらえる」、「住み続けられる」地域となるよう、関係者が協働・連携して地域の振興について考え、今後の取組奥 大 和 振 興 につなげていくためのシンポジウムを開催654シンポジウム開催事業 時 期 平成29年３月23日場 所 かしはら万葉ホール参加者 145名明日香村の歴史的風土の創造的活用を図る事業を支援するため、国の制がんばる明日香支援事業 37,500 度と連動した交付金を交付



（２）知ってもらう 33,005千円事 業 名 金 額 内 容千円 大手旅行雑誌に奥大和の地域情報・観光情報を掲載「じゃらん」広告掲載、抜刷パンフレットの作成・配布、電子パンフレット追加「じゃらん」掲載ページの奈良県電子パンフレットへの追加スマートフォン用アプリ「週刊じゃらん」特集ページの制作・配信動画「美しき日本」の制作・配信新規作成 ３本、英語字幕版 ６本奥大和プロモーション事業 28,911 首都圏の主要駅のデジタルサイネージに広告を掲出ドローンによる撮影映像、英語字幕版期 間 平成28年12月１日～31日場 所 品川駅前マルチビジョン奥大和地域で起業家を育成することにより、奥大和地域の魅力を新たに発掘・発信マルシェ株式会社及び奈良健康ランドと連携し、店舗の販売メニューへ奥 大 和 の食に よ る の食材・特産品活用等により奥大和のプロモーションを展開1,946プロモーション事業 キッチンカーを活用し、奥大和地域の食材を活用した県内オーナーシェフとの連携による県内外へのプロモーションを実施阪神百貨店梅田本店で行われる手技工芸展に参加し、奥大和地域の食材大 手 百 貨 店 連 携 2,148 ・工芸品のプロモーションを実施すると共に移住情報を発信プロモーション事業 期 間 平成28年６月15日～21日（３）訪れてもらう、体験してもらう 75,890千円事 業 名 金 額 内 容千円 天川村の洞川温泉街において、雰囲気に調和した音楽イベント「えんがわ音楽祭ｉｎ洞川」を開催開 催 日 平成28年９月24日・25日来場者数 1,144名宇陀市菟田野の「奈良カエデの郷 ひらら」において、国内外で活躍するアーティストによるアートイベント「木造校舎現代美術館（ＷＳＭ奥 大 和 の 特 色 を Ａ）」を開催活 か し たイベン ト 24,456 開 催 日 春 平成28年５月７日～15日、秋 平成28年11月５日～13日開 催 事 業 来場者数 春 1,380名、秋 2,045名奥大和地域の魅力を発信し、地域の活性化を図るため、地域住民や市町村、民間企業等と協力して「奥大和ゆうゆう祭」を開催開 催 日 平成28年10月１日・２日開催場所 吉野町上市伊勢街道、吉野木材共同組合連合会市場及び吉野小学校来場者数 約3,600名



決 算 報 科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果告 書 頁 千円 千円 事 業 名 金 額 内 容千円 ホームページ等を活用した「弘法大師の道」の情報発信「弘法大師の道」を活用したトレイルランニングイベントを実施「弘法大師の道」 開 催 日 平成28年５月22日1,309魅 力 発 掘 事 業 場 所 吉野山金峯山寺～天川村～五條市～野迫川村～高野山金剛峯寺参加者数 199名奥大和地域で行われるスポーツ・文化イベントを盛り上げ、地域への再訪意欲を高めるためのおもてなしプログラムの実施に対し補助奥 大 和 の 特 色 を 補助先 12団体活 か し たイベン ト 5,933 奥大和地域で住民が参画して開催される、地域の自然環境等を活かした支 援 事 業 新たなイベントの実施に対し補助補助先 ５団体近畿日本鉄道株式会社と連携して、奥大和地域の魅力を発信する宿泊・近 鉄 と 連 携 し た 10,000 日帰り旅行商品を造成し、ＰＲ奥大和の魅力発信事業 団体旅行 ６コース（計21名）、個人旅行 ２コース（計49名）道の駅を奥大和地域の活性化に向けた拠点として活用するため、利用者道の駅を 活 用 し た 6,858 の状況や利用ニーズ等を調査するとともに、課題を抽出し、今後のあり奥 大 和 活性化 事 業 方検討を実施路線バスを活用し奥大和地域へオフシーズンに来訪した宿泊観光客のバ路線バスを活用した ス運賃に対し補助奥 大 和 へ の 27,334 実施期間 平成28年12月１日～平成29年３月31日誘 客 促 進 事 業 利用者数 往路 5,024名、復路 5,510名、ツアー利用 71名宿泊者数 延べ22,700名２ 住み続けられる地域づくり（１）暮らしやすくする 9,481千円事 業 名 金 額 内 容千円 奥大和地域の住民が安心して暮らし続けるための買い物手段や移動手段の確保に向けた市町村等のモデル的な取組を支援移動販売や買い物代行、配達を行うための車両等の整備に対し補助安心して暮らし続ける 補 助 上 限 4,000千円7,603奥大和生活支援事業 対象市町村 川上村介護補助機能付き車両等の移動支援車両の整備に対し補助補 助 上 限 2,000千円対象市町村 野迫川村、下北山村、東吉野村



若者の奥大和地域への定着に向け、地元への愛着心を深めるため、モデふ る さ と へ の ル地域を選定し、高校生と小・中学生が一緒になって主体的に取り組む1,878愛 着 心 育 成 事 業 地域の魅力を発信するイベントを開催モデル市町村 吉野町、十津川村（２）移り住んでもらう 61,486千円事 業 名 金 額 内 容千円 移住情報発信事業移住サイト「奈良に暮らす」のリニューアル古民家ＤＩＹイベントの実施 ５回店舗連携型イベント「奥大和フェス」の開催開 催 日 平成29年３月25日開催場所 ｃｏｔｏｃｏｔｏ（奈良市ならまちセンター内）移住者の交流等の拠点である奧大和移住定住交流センタ－に移住・定住相談員を配置空き家バンクの取組を行う自治体や民間団体等が集まり、全国の優良な取組を共有するセミナー「空き家バンクサミット 2016 ｉｎＯＫＵＹＡＭＡＴＯ」を開催開 催 日 平成28年12月21日・22日奥大和移住促進事業 39,461 開催場所 吉野町中央公民館 ほか移住促進施設整備事業移住・定住、二地域居住を推進するための移住促進施設整備に向けたモデルプランを作成 作成件数 ２件空き家や廃校等を利用した移住促進施設を整備する市町村等に対し補助 補助件数 ９件地域受入協議会支援事業地域受入協議会が行う移住・定住、二地域居住を促進するための取組に対し補助 補助件数 ６件農家民宿等支援事業農家民宿ホームページリニューアルによる情報発信開業希望者等とともに農家民宿先進地を視察県と奥大和地域19市町村で構成する「奥大和移住・定住連携協議会」に奥大和移住・定住連携 5,082 おいて、移住情報の発信、各市町村の相談窓口の充実に向けた研修会、協 議 会 運 営 事 業 移住体験ツアー、セミナー等を実施奥大和地域において、複数の市町村にまたがる広域的な地域振興活動に従事する人材をふるさと創生協力隊として採用し、配置ふるさと創生協力隊 ４名紀伊半島大水害からの復興活動等、地域協力活動に従事する人材として採用したふるさと復興協力隊を引き続き奥大和地域の市町村に配置ふるさと創生協力隊等 ふるさと復興協力隊 ５名16,943設 置 ・ 支 援 事 業 地域おこし協力隊員等が抱える課題解決に向けた意見交換や新たな人脈づくりのための交流会を開催起業・事業化に向けたセミナーや公認会計士等による個別相談を実施県が設置したふるさと復興協力隊の起業に要する経費に対し補助補 助 上 限 1,000千円補助対象者 １名



決 算 報 科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果告 書 頁 千円 千円186 地 域 政 策 費 1,275,526 942,413 安全・安心の確保（防災危機管理の強化）［「平成28年度 重点課題に関する評価」掲載課題］( 地 域 政 策 課 ) 国 764,214 事 業 名 金 額 内 容手 16諸 1,000 千円 水道事業体が行う水道施設等の耐震化整備や広域化施設整備等に対し補㊀ 177,183 水 道 施 設 等 助763,926翌年度へ繰越 耐 震 化 等 事 業 対象市町村 大和高田市外14市町村及び県水道局 20事業50,746 補 助 率 1/2、4/10、1/3、1/4南部地域・東部地域の振興［「平成28年度 重点課題に関する評価」掲載課題］事 業 名 金 額 内 容千円 簡易水道等整備推進事業 115,008千円市町村が整備する簡易水道事業等の公債費に対し補助対象市町村 桜井市外11市町村 29事業補 助 率 過疎・辺地 16％ その他 20％補 助 方 法 事業実施翌年度から10年分割補助簡 易 水 道 等 118,251 簡易水道事業等災害復旧事業助成交付金 3,243千円整 備 推 進 事 業 平成23年台風12・15号の簡易水道の災害復旧事業の公債費に対し補助対象市町村 五條市外５市村 17事業補 助 率 （補助災害復旧事業）16.67～25％（単独災害復旧事業）42.5%もしくは50%補 助 方 法 事業実施翌年度から10年分割補助市町村への支援［「平成28年度 重点課題に関する評価」掲載課題］ 5,864千円事 業 名 金 額 内 容千円 上水道を有する28市町村の水道事業の現状分析水道事業を市町村が単独で経営する場合と県営水道と統合する場合を比県域水道ファシリティ 較・検討2,205マネジメント推進事業 成 果 指 標 26年度 27年度 28年度県域水道ファシリティマネジメント参加市町村数（市町村） 23 27 29簡易水道技術 支 援 奈良広域水質検査センター組合、県水道局及び県保健所と連携し、モデ3,659体制構築モデル事業 ル地区の簡易水道について水質管理や運転管理等の改善提案を実施



188 エ ネ ル ギ ー 政 策 費 1,429,535 1,184,118 エネルギー政策の推進［「平成28年度 重点課題に関する評価」掲載課題］ 1,064,794千円(エネルギー政策課 ) 国 77,369 事 業 名 金 額 内 容手 599財 1,426 千円 地域振興に役立つ小水力発電設備設置事業繰 984,916 小水力発電設備の設置に対し補助越 25,489 補助先 葛城市諸 712 成 果 指 標 26年度 27年度 28年度㊀ 93,607 県内での小水力発電導入規模（㎾） 618 618 670エネルギービジョン前年度繰越分 前年度繰越分 21,250推 進 事 業 事業所省エネ推進事業補助金25,489 25,489 県内の中小企業者等が実施する省エネ・節電に効果があると認められ当該年度分 当該年度分 る設備改修等に対し補助1,404,046 1,158,629 補助先 福井水道工業（株）外13事業所成 果 指 標 26年度 27年度 28年度平成26年度比の県内の使用電力量（％） 100.0 97.5 97.2地域の避難所や防災拠点等に再生可能エネルギー等を導入する市町村等再生可能エネルギー 1,010,405 に対し補助等 導 入 推 進 事 業 補助先 奈良市外17市町村等住宅等への省エネ・創エネ・蓄エネ設備の普及を促進するため、設置経費の一部に対し補助住宅用太陽光発電システムと併せた設備蓄電池、電気自動車充給電設備、家庭用燃料電池（エネファーム）ス マ ー ト ハ ウ ス 27,580 太陽熱利用システム普 及 促 進 事 業 自然循環型、強制循環型、補助熱源型成 果 指 標 26年度 27年度 28年度スマートハウス普及促進事業利用者数（名） 445 537 344市町村等が実施する地域振興や、停電時の電力供給・熱利用を目的とす再生可能エネルギー 1,374 る再生可能エネルギーの導入可能性調査に対し補助活 用調査支 援 事 業 補助先 三郷町、明日の的野を創ろう会新技術である小型風力発電設備を活用した、新たな風力発電の導入可能小型風力 発電導入 性について調査・検討4,185可 能 性 研 究 事 業 風況マップの作成平均風速毎の発電量、償却期間等の検討



決 算 報 科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果告 書 頁 千円 千円188 うだ・アニマルパーク費 113,235 112,846 学びの支援［「平成28年度 重点課題に関する評価」掲載課題］(南 部 東 部 振 興 課) 国 1,254 規範意識・社会性の向上使 161 事 業 名 金 額 内 容財 351諸 370 千円 動物の愛護の精神に基づく「いのちの教育」モデル事業等の展開㊀ 110,710 「 い のちの教育」 「いのちの教育」研修会・講演会・イベントの開催 12回11,629展 開 事 業 成 果 指 標 26年度 27年度 28年度「いのちの教育」モデル校（校） 45 45 48南部地域・東部地域の振興［「平成28年度 重点課題に関する評価」掲載課題］観光・交流の促進 21,862千円事 業 名 金 額 内 容「 う だ 」 の 魅 力 千円 うだ・アニマルパークを拠点とした「うだ」の魅力を発信2,508発 信 事 業 シンボルイベントの実施 参加者数 1,920名うだ・アニマルパーク 周辺道路の渋滞解消のため、宇陀市が実施するうだ・アニマルパーク周19,354周辺環境整 備 事 業 辺の市道・駐車場等の交通環境の整備に対し補助190 市 町 村 振 興 費 4,513,961 3,107,400 市町村への支援［「平成28年度 重点課題に関する評価」掲載課題］(市 町 村 振 興 課) 手 1 １ 奈良モデルの推進 552,751千円財 11,343 事 業 名 金 額 内 容繰 542,688諸 1,613,426 千円 奈良県に最適な地方行政の仕組み（奈良モデル）を構築するため、県と㊀ 939,942 市町村の新たな連携・協働の実現に向けた具体的な取組を検討「奈良モデル」検討会の開催 １回地域の課題や県と市町村の協働プロジェクトに関して「奈良モデル」「 奈 良 モ デ ル 」 2,476 ジャーナルを発行し、情報を提供推 進 事 業 発行部数 50,000部配 布 先 五條市・吉野郡全戸有識者による検討委員会を設置今後の奈良モデルのあり方について検討し、報告書を作成奈良県に最適な地方行政の仕組み（奈良モデル）を構築するため、新たに広域連携に取り組む、または県からの権限移譲を受ける市町村等に対「 奈 良 モ デ ル 」 89,688 し補助推 進 補 助 金 補助率 施設等整備 1／2 その他 3／4補助先 大和高田市外14団体奈良県に最適な地方行政の仕組み（奈良モデル）の更なる推進を図るため、国庫補助金及び地方交付税措置の対象外で、複数の市町村が連携して取り組む大規模な施設整備に対し貸付「 奈 良 モ デ ル 」 453,000 貸付条件 無利子、充当率75％推 進 貸 付 事 業 貸付期間 15年（うち据置期間１年）以内償還方法 元金均等年賦償還貸 付 先 香芝市、広陵町



市町村税の滞納者に対し、電話による納付の呼びかけを行う市町村税納税促進コールセンターを、県とモデル市町が協働で設置市 町 村 税 税 収 架電件数 9,350件7,587確 保 強 化 事 業 納付済額 27,173千円モデル市町 大和高田市、五條市、葛城市、宇陀市、三郷町、斑鳩町、上牧町２ 行政経営向上への取組支援 485,728千円事 業 名 金 額 内 容千円 市町村が住民福祉の増進を図るために行う事業に対し貸付貸付期間 15年（うち据置期間１年）以内市 町 村 振 興 資 金 483,000 利 率 財政融資資金利率、財政融資資金利率×1／2貸 付 事 業 償還方法 元金均等年賦償還貸 付 先 大和高田市、大和郡山市、香芝市、河合町市町村職員の行政遂行能力の向上を図るため、実務研修等を実施市町村職員行政遂行 755 市町村職員実務研修の実施 受入人数 16名能力 向 上 支 援 事 業 県・市町村相互派遣研修の実施 派遣人数 各６名優良な行政運営に努力している市町村や市町村職員を顕彰し、市町村間が ん ば る 市 町 村 で優良な施策の共有を図るとともに、健全な競争意識を醸成596応 援 表 彰 事 業 政策自慢大会 開催日 平成28年11月22日がんばる市町村応援表彰式 開催日 平成29年１月11日市町村を取り巻く課題について、知事と県内市町村長が定期的に意見交市 町 村行政経営力 999 換を実施向 上 支 援 事 業 奈良県・市町村長サミットの開催 ４回市 町 村 地 方 創 生 市町村が行う地方創生の取組を支援378支 援 事 業 県・市町村地方創生連携会議の開催 ２回



決 算 報 科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果告 書 頁 千円 千円192 文 化 振 興 費 375,860 369,322 文化の振興［「平成28年度 重点課題に関する評価」掲載課題］文 化 振 興 課 国 7,500 １ 文化芸術イベントの開催 329,317千円国 民 文 化 祭 ・ 諸 24,600 事 業 名 金 額 内 容障害者芸術文化祭課 ㊀ 337,222 千円 文化芸術活動の活性化を図るとともに誘客を促進するため、全国から高い注目を集める音楽祭を開催開催日 平成28年６月11日～26日ム ジ ー クフェスト 144,000 場 所 県内社寺、春日野園地等163会場なら2 0 1 6開催事業 公演数 300公演成 果 指 標 26年度 27年度 28年度来場者数（名） 83,000 107,000 112,000国 民 文 化 祭 開 催 平成29年度に奈良県で開催する国民文化祭の開催準備90,926準 備 事 業 実施計画の策定、広報活動の実施、カウントダウンイベントの実施全 国障害者 芸 術 ・ 平成29年度に奈良県で開催する全国障害者芸術・文化祭の開催準備25,689文化祭開催準備事業 実施計画の策定、広報活動の実施、カウントダウンイベントの実施県内で行われる文化芸術活動をより魅力的なものとし、さらなる県民の参加を図るため、「文化の力で奈良を元気に」をテーマに開催開催期間 平成28年９月１日～11月30日県大芸術祭参加事業の広報公式ガイドブック（奈良県大芸術祭ウォーカー）、ポスター、「奈良奈良県大芸術祭の開催 68,702 県大芸術祭」ホームページ等に催事情報を掲載奈良県大芸術祭実行委員会主催イベントの実施オープニングイベント、文化セミナー等成 果 指 標 26年度 27年度 28年度参加催事数（件） 398 642 760２ 文化芸術活動の支援・育成 21,572千円事 業 名 金 額 内 容千円 県内で文化芸術活動等を行う団体が新たに取り組む次世代育成事業や県民参加が期待できる事業等に対し補助新 た な 文 化 活 動 対象事業 次世代育成事業、県民参加奨励事業、文化力強化事業、14,357チャレン ジ補助金 文化交流事業成 果 指 標 26年度 27年度 28年度補助金申請文化芸術団体数（団体） 39 44 56演奏活動の充実や、一流の音楽家による指導を通じて、未来のトップアーティストを育成県 立 ジ ュ ニ ア 7,215 定期演奏会、ムジークフェストなら、奈良県大芸術祭等に出演オーケストラ運営事業 成 果 指 標 26年度 27年度 28年度成果を披露するコンサート等の機会（回） 8 7 5



194 文 化 資 源 活 用 費 707,381 492,901 文化の振興［「平成28年度 重点課題に関する評価」掲載課題］(文 化 資 源 活 用 課) 国 218,889 １ 歴史文化資源のデータベース化、整備・活用の支援 107,405千円財 834 事 業 名 金 額 内 容㊀ 273,178前年度繰越分 前年度繰越分 千円 文化・芸術の振興に関する総合的・戦略的な施策を推進するための有識263,413 220,110 総 合 的 文 化 施 策 者会議を設置・運営259当該年度分 当該年度分 検 討 事 業 開催日 平成28年６月22日、10月11日443,968 272,791 奈良県文化振興大綱を策定翌年度へ繰越154,980 文化資源データベース 県内の歴史文化資源のデータベースを構築20,552構 築 事 業 データベース公開のためのホームページを構築し、情報発信文化資源活用補助金国・県指定文化財の活用に対し補助本県ゆかりの文献史料に記載された奈良時代までの事物に関連する、市町村指定及び未指定文化財等の保存・修理及び活用に対し補助成 果 指 標 26年度 27年度 28年度補助申請事業数（件） － － 14史跡等整備活用補助金文化資源整備活用事業 86,594 市町村の文化観光戦略等の推進を支援するため、史跡等の積極的な整備・活用を進める市町村に対し補助成 果 指 標 26年度 27年度 28年度補助申請事業数（件） 18 16 16文化財保存事業費補助金県指定文化財の保存・修理等に対し補助成 果 指 標 26年度 27年度 28年度保存修理実施件数（件） 10 14 17２ 歴史文化資源の情報発信強化・国際展開 61,147千円事 業 名 金 額 内 容千円 聖徳太子没後1400年を迎える平成33年に向け、キックオフイベントとして聖徳太子シンポジウム「和を以て貴しとなす」を開催聖徳太子ゆかりの市町村等と連携した情報発信を実施（ 仮 称 ）聖徳太子 聖徳太子の生涯をたどる連続講座を開催10,810プロジェクト推進事業 開催日 平成28年12月15日場 所 奈良春日野国際フォーラム 甍～Ｉ・ＲＡ・ＫＡ～成 果 指 標 26年度 27年度 28年度参加者数（名） － － 480



決 算 報 科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果告 書 頁 千円 千円 事 業 名 金 額 内 容千円 県民や観光客に対して奈良の歴史文化の魅力や背景を分かりやすく伝えるための歴史展示を推進藤原不比等、行基を紹介する映像を作成文 化 資 源情報 発 信 デジタルサイネージ等で古代の出来事・エピソードを情報発信23,951強 化 事 業 冊子「古代を創った人びと」（聖武天皇・光明皇后、推古天皇・聖徳太子）を作成 各500部成 果 指 標 26年度 27年度 28年度展開コンテンツ数（コンテンツ） 5 11 11県内古文書等の調査、収集、公開を実施奈 良 史料編纂事 業 14,626 「庁中漫録」の翻刻文・解説文の作成、ホームページによる一般公開古文書講座の開催（初級・上級 全12回）ＮＨＫ大河ドラマ 古代奈良を舞台とした2020年大河ドラマの誘致活動、機運醸成のための312誘 致 事 業 ＰＲを実施古代日本の歴史・文化を発信し、奈良の魅力を伝えるため、海外の著名な美術館における展覧会の開催準備奈良の仏像海外展示 出陳作品の検討3,678準 備 事 業 開催予定館との調整第１回企画委員会の開催開催日 平成28年６月22日「飛鳥・藤原の宮都とその関連資産群」の世界遺産登録の推進世界遺産登録情報発信事業登録推進協議会の運営世界遺産登録推進事業 7,770 世界遺産登録に向けた発掘調査補助 補助先 橿原市、明日香村成 果 指 標 26年度 27年度 28年度飛鳥・藤原地域の発掘調査面積（㎡） 327 313 475３ 地域への展開・人材育成等事 業 名 金 額 内 容文化資源地域交流・ 千円 「市民発掘隊」を養成し、発掘調査を体験 養成講座修了者数 13名2,269人 材 育 成 事 業 「橿考研通信」を発行 年２回



４ 記紀・万葉プロジェクトの推進 66,268千円事 業 名 金 額 内 容千円 島根県等と連携し、古代歴史文化に関する優れた出版物を表彰する「古代歴史文化賞」の記念シンポジウム等を首都圏で開催「古代歴史文化賞」 開催日 平成29年２月11日 場所 銀座ブロッサムホール12,100連 携 事 業 内 容 基調講演、古代史ゆかりの知事サミット等成 果 指 標 26年度 27年度 28年度観覧者数（名） 800 995 900古事記・日本書紀・万葉集や地域に伝わる伝承を活用した各種事業の展「記紀・万葉プロジェ 開を検討6,433ク ト 」 推 進 事 業 有識者からの聞き取り調査、歴史関連情報データベースの作成・活用民間が主体となる取組の推進及び次世代養成に向けた調査を実施各種メディアへの露出機会の増大を図るため、首都圏・大都市圏のテレビ局、新聞社、出版社、旅行会社等に対して、記紀・万葉プロジェクト「記紀・万葉プロジェ に関する情報を発信10,089クト」広報ＰＲ事業 成 果 指 標 26年度 27年度 28年度「なら記紀・万葉」ホームページアクセス数（件） 392,718 244,380 153,906「 な ら記紀・ 万 葉 記紀・万葉集に記された本県の見どころを紹介するパンフレットの作成4,995名所図会」制作事業 発行月 平成29年２月 発行部数 50,000部日本の歴史を外国人にわかりやすく伝えるノウハウを集積「なら記紀・万葉」 3,998 「なら記紀・万葉名所図会－古事記編－」フランス語版の作成多言語化 開 発 事 業 多言語基本方針の整理記紀・万葉に対する機運の盛り上がりを継続・発展させるため、古事記を題材としたシンボルイベントとして古事記朗唱大会・こども古事記か「なら記紀・万葉」 るた大会を実施シ ンボルイベン ト 8,000 開催日 平成29年１月21日開 催 事 業 場 所 奈良春日野国際フォーラム 甍～Ｉ・ＲＡ・ＫＡ～成 果 指 標 26年度 27年度 28年度観覧者数（名） 500 700 700日本書紀の歴史的価値をわかりやすく伝えるための講演会、小学生向けイベント、首都圏で女性をテーマにした公開講座を開催講演会 開催時期 11月～３月 場所 県内10市町村参加者数 2,935名小学生向けイベント開催日 平成28年11月21日 場所 橿原市立香久山小学校日本書紀を学ぶ事業 14,140 参加者数 29名開催日 平成28年12月６日 場所 田原本町立南小学校参加者数 65名首都圏講座（ヤマトナデシコ塾）開催日 平成28年９月24日 場所 銕仙会能楽堂参加者数 210名記紀・万葉に関連する優れたイベントを開催する団体に対し補助「 記 紀 ・ 万 葉 」 6,513 成 果 指 標 26年度 27年度 28年度県民活動支援補助金 補助事業件数（件） 20 26 20



決 算 報 科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果告 書 頁 千円 千円 ５ 文化芸術活動の支援・育成、イベントの開催事 業 名 金 額 内 容千円 2020年に東京国立博物館において開催する展覧会（仮称）「出雲と大特別展（仮称）「出雲 和」の準備1,549と大和」開催準備事業 島根県と共同開催するための実行委員会設立準備出陳品の借用交渉194 教 育 施 策 振 興 費 9,775,999 9,232,140 【私立学校教育の充実に関する参考指標】 (平成28年５月１日現在)(教 育 振 興 課) 国 3,115,159 高等学校（専攻科含む）手 1 区 分 幼 稚 園 小 学 校 中 学 校 中等教育学校 全 日 制 定 時 制 通 信 制諸 918 学 校 数 43園 6校 11校 １校 16校 １校 ３校㊀ 6,116,062 生 徒 数 5,771名 2,615名 4,674名 347名 10,376名 387名 4,240名教 員 数 462名 163名 276名 35名 707名 29名 110名区 分 専修学校 各種学校学 校 数 32校 32校生 徒 数 2,610名 3,730名教 員 数 235名 222名「平成28年度学校基本調査」学びの支援［「平成28年度 重点課題に関する評価」掲載課題］１ 地域の教育力の充実 18,968千円事 業 名 金 額 内 容千円 教育の振興に関する総合的な施策を推進教育政 策 推 進 事 業 3,023 総合教育会議、奈良県教育サミットの開催就 学 前 教 育 京都大学と連携し、教育現場における効果的な教育手法を調査・研究4,579調 査 研 究 事 業 幼稚園・保育所での実践手法を検討「奈良県版就学前教育プログラム」の策定に向けた取組の実施就学前教育推進事業 11,366 就学前教育センターの運営等２ 私学の振興 9,008,449千円事 業 名 金 額 内 容千円 私立学校の経常的な経費に対し補助高等学校 奈良育英高等学校外16校生徒１人当たり平均年額 332,704円私 立 学 校 教 育 5,265,968 中 学 校 奈良育英中学校外10校経 常 費 補 助 金 生徒１人当たり平均年額 251,677円小 学 校 奈良育英小学校外５校児童１人当たり平均年額 237,653円



私立幼稚園の経常的な経費に対し補助私 立 幼 稚 園 教 育 1,110,210 奈良育英幼稚園外42園経 常 費 補 助 金 園児１人当たり平均年額 194,466円私立専修学校の運営費に対し補助学校法人美芸学園外12法人私 立 専 修 学 校 54,492 高等課程（３年制） 生徒１人当たり年額 35,000円教育振 興 費補助金 職業実践専門課程 生徒１人当たり年額 32,550円そ の 他 課 程 生徒１人当たり年額 31,000円私立学校の児童生徒の安全を確保するため、校舎等の耐震補強工事や耐私 立 学 校 耐 震 化 32,860 震改築工事を行う学校法人に対し補助緊急促進事業費補助金 学校法人聖心学園外２法人心 身 障 害 児 教 育 法隆寺幼稚園外12園48,683振 興 費 補 助 金 園児１人当たり平均年額 772,746円 63名教 育 改 革 推 進 預かり保育を推進する幼稚園に対し補助27,432特 別 経 費 補 助 金 奈良育英幼稚園外33園幼児教育の質の向上 私立幼稚園が実施する遊具、運動用具、教具、保健衛生用品等の教育環の た め の緊急環境 7,629 境の整備に対し補助整 備 事 業 奈良大学附属幼稚園外24園私立高校生等のいる世帯の教育費負担を軽減世帯の所得の状況により区分（所得制限あり）私 立 高 等 学 校 等 平成26年４月以降に入学の場合2,069,654就 学 支 援 事 業 生徒１人当たり年額 最高 297,000円平成26年３月以前に入学の場合生徒１人当たり年額 最高 237,600円私立高校生等のいる世帯の教育費負担軽減のため、授業料軽減を行った学校法人に対し補助私 立 高 等 学 校 141,513 世帯の所得の状況により区分（所得制限あり）授業料軽減補助金 県内高校生１人当たり年額 最高 83,000円県外高校生１人当たり年額 最高 27,000円低所得者に対して、教科書費、教材費などとして給付金を支給支給要件 非課税世帯、保護者が県内に在住私立学校奨学のための 支 給 額 生活保護受給世帯 年額 52,600円114,378給 付 金 支 給 事 業 第１子の高校生等がいる世帯 年額 67,200円15歳以上(中学生を除く)23歳未満の被扶養者がいる世帯で第２子以降の高校生等がいる世帯 年額 138,000円



決 算 報 科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果告 書 頁 千円 千円 事 業 名 金 額 内 容千円 高等学校等の中途退学者が再び高等学校等で学び直す場合に、授業料に学び直し へ の 支 援 対し補助（最長２年間）5,781事 業 （私立学校） 世帯の所得の状況により区分（所得制限あり）生徒１人当たり年額 最高 297,000円私立専修学校高等課程 1,485 生徒１人当たり年額 27,000円授業料軽減補助金授業料減免事 業 費 学費負担者の家計急変により授業料減免を行った学校法人に対し補助116補 助 金 学校法人奈良育英学園、学校法人天理大学認定こども園等への 私立幼稚園の認定こども園等への移行の準備に要する経費に対し補助959移 行 支 援 事 業 高田カトリック幼稚園、せいか幼稚園私学退職金社団補助金その他の私学関係補助 127,289 私立学校教職員退職金制度の健全な発展を図るための補助私学退職金資金社団３ 県立大学の充実事 業 名 金 額 内 容公 立 大 学 法 人 千円 奈良県公立大学法人奈良県立大学評価委員会により、公立大学法人奈良奈 良 県 立 大 学 226 県立大学の業務実績評価等を実施評価委員会等運営事業協働の推進［「平成28年度 重点課題に関する評価」掲載課題］事 業 名 金 額 内 容早 稲 田 大 学 と の 千円 早稲田大学の知的資源を活用することにより、県政の様々な課題に対応8,000連 携 事 業 無住社寺等対策事業外３事業196 文 化 会 館 費 379,735 370,431 文化の振興［「平成28年度 重点課題に関する評価」掲載課題］(文 化 振 興 課) 使 154,667 【文化会館に関する参考指標】財 3,066 区 分 26年度 27年度 28年度諸 7,115 奈良県文化会館来館者数（名） 348,323 351,751 350,456㊀ 205,583 橿原文化会館来館者数（名） 156,280 153,728 158,525「各館調べ」198 民 俗 博 物 館 費 99,869 99,272 【民俗博物館の取組に関する参考指標】(文 化 資 源 活 用 課) 使 719 展 覧 会 名 観覧者数（名）財 97 春季企画展「暮らしの中の動物たち」４/29～６/26 2,845諸 72 夏休み特別展「奈良さらし－南都の名産ここにあり－」７/23～９/４ 1,607㊀ 98,384 秋季企画展「境目をのぞいてみれば－時と場所の民俗」10/１～12/4 2,948季節展 「ひなまつり－人形たちの宴－」２/25～３/26 2,788「民俗博物館調べ」１ 民俗博物館の取組事 業 名 金 額 内 容民俗博物館収蔵品 千円5,352 仮設収蔵庫３棟分の未整理資料を整理整理・活用検討事業



200 図 書 情 報 館 費 508,788 506,435 【図書情報館の取組に関する参考指標】(文 化 資 源 活 用 課) 使 11,361 年 度 26年度 27年度 28年度諸 4,685 図書情報館入館者数（名） 540,149 547,151 559,135㊀ 490,389 所蔵資料数（冊） 680,054 694,576 709,198レファレンス件数（件） 17,951 21,433 23,019貸出件数（冊） 320,694 336,265 303,191「図書情報館調べ」主な講演、イベント名（総数：年間98本） 参加者数（名）館長公開講座「図書館劇場Ⅹ」全６回 889「ビブリオバトル」全13回 335奈良学の集いの日 80「経営者によるトークイベント」 320 「図書情報館調べ」２ 図書情報館の情報発信事業 1,689千円事 業 名 金 額 内 容千円 ムジ－クフェストと連携した音楽イベント、中高年対象の学び直し講座、マルシェ等を開催し、佐保川沿いでのにぎわい・交流の場を創出ムジ－クフェストと連携した音楽イベントの開催開催回数 ３回 参加者数 800名佐保川周辺のにぎわい 1,043 学び直し講座の開催創 出 事 業 開講日数 延べ67日 受講者数 延べ2,735名マルシェの開催桜マルシェ２日間計10,600名、夏の涼を楽しむ 4,800名、冬ごもりｆｌｅａ ｍａｒｋｅｔ（蚤の市） 3,000名電子図書館サービス提供の先進事例調査、電子図書館構想素案のとりまとめ、表野家文書のデジタル化試行・コンテンツ作成・公開を実施構想検討委員会の開催 １回電 子 図 書 館 構 想 国立国会図書館関西館との打ち合わせ 延べ４回646検 討 事 業 先進地調査の実施 札幌市立中央図書館 潮来市立図書館山中湖情報創造館 多摩美術大学神奈川県立公文書館 神奈川県立図書館古文書をデジタル化した点数 4,280点200 美 術 館 費 175,854 163,026 ３ 美術館の展覧会事業 36,771千円(文 化 振 興 課) 使 2,183 事 業 名 金 額 内 容財 1,532諸 12,861 千円 ふるさと知事ネットワーク加盟の長野県と美術館交流展示を企画展「祈ふるさとネットワーク㊀ 146,450 1,219 りの美～清水公照・平山郁夫・杉本健吉…」の中で実施展 示 事 業 開催日 平成29年１月14日～３月15日特別展「藤城清治 光のメルヘン展」開催日 平成28年４月２日～７月３日企画展「－生誕130年－富本憲吉 憧れのうぶすな」開催日 平成28年８月５日～９月25日県 立 美 術 館 で の 禅関連企画展「雪舟・世阿弥・珠光…中世の美と伝統の広がり」35,552展 覧 会 の 開 催 開催日 平成28年10月15日～11月27日企画展「祈りの美～清水公照・平山郁夫・杉本健吉…」開催日 平成29年１月14日～３月15日成 果 指 標 26年度 27年度 28年度展覧会入場者数（名） 31,932 71,394 133,605



決 算 報 科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果告 書 頁 千円 千円202 万 葉 文 化 館 費 349,349 318,169 【万葉文化館の取組に関する参考指標】(文 化 資 源 活 用 課) 使 6,808 展 覧 会 名 入館者数（名）諸 18,967 「辰巳寛日本画展 伝統の美 辰巳寛が描く女歌の流れ」 ３/12～５/８ 22,907㊀ 292,394 「すべて見せます万葉日本画～風景～」 ５/21～７/31 20,111特別展「判じ絵の世界 目で見る江戸のなぞなぞに挑戦」 ８/11～10/２ 22,145特別展「古代への憧憬―近代に花開いた古典の美―」 10/15～11/27 20,250「万葉コレクション展新しき仲間たち４」 12/17～２/26 14,108「万葉文化館調べ」イ ベ ン ト 名 等 参加者数（名）にぎわいフェスタ万葉 四季ごとに計165日開催 28,478万葉古代学講座 開館15周年リレー講座等計12回 2,401万葉集をよむ 全12回 2,182「万葉文化館調べ」204 橿原考古学研究所 費 558,885 508,338 【橿原考古学研究所の取組に関する参考指標】(文 化 資 源 活 用 課) 国 37 行 事 名 等 参加者数（名）使 168 宇陀文化財講座 125諸 28,114 奈良県立橿原考古学研究所公開講演会 300㊀ 480,019 奈良県立橿原考古学研究所東京公開講演会 450「橿原考古学研究所調べ」４ 橿原考古学研究所の取組 2,763千円事 業 名 金 額 内 容千円 古代歴史文化の調査・研究に関心のある14県が、これまでの研究成果を基礎に連携して調査・研究を進め、古代史の流れの解明に取り組み、全古 代 歴 史 文 化 に 1,660 国に情報を発信関する共同研究事業 成 果 指 標 26年度 27年度 28年度中間研究発表会聴衆数（名） 350 430 3502020年の東京オリンピック開催に向け、奈良の観光資源として活用するシルクロード東西文化 ため、シルクロード東西文化交流を通じた調査研究を実施1,103交 流 研 究 事 業 成 果 指 標 26年度 27年度 28年度研究参加者による講演回数（回） 2 2 2204 附 属 博 物 館 費 60,206 54,736 【橿原考古学研究所附属博物館の取組に関する参考指標】(文 化 資 源 活 用 課) 使 8,116 展 覧 会 名 観覧者数（名）財 2,754 春季特別展「やまととみやけの女性司祭者」－史跡 島の山古墳発掘20年－ 10,834諸 100 ４/23～６/19㊀ 43,766 秋季特別展「蘇我氏を掘る」10/８～11/23 11,336「橿原考古学研究所附属博物館調べ」行 事 名 等 参加者数（名）特別展に伴う研究講座・シンポジウム 全６回 2,408特別展に伴う遺跡見学会 全２回 505特別陳列に伴う講演会 全３回 652速報展に伴う土曜講座 全４回 676こども考古学講座 14「橿原考古学研究所附属博物館調べ」



５ 橿原考古学研究所附属博物館の取組事 業 名 金 額 内 容千円 記紀・万葉プロジェクト構想の一環として、考古学的な視点から再発見した奈良の新たな魅力を、県民をはじめ全国に発信し、誘客を促進考 古 学 に よ る 1,039 考古学からみた「日本書紀」について紹介・展示する特別展「蘇我氏魅 力 再 発 見 事 業 を掘る」を開催開催期間 平成28年10月８日～11月23日206 観 光 振 興 対 策 費 1,756,986 1,621,974 観光の振興［「平成28年度 重点課題に関する評価」掲載課題］ならの観光力向上課 国 391,870 １ 観光キャンペーン等による魅力の発信 461,622千円観 光 プ ロ 使 5,684 事 業 名 金 額 内 容モ ー シ ョ ン 課 手 47財 835 千円 滞在周遊型観光を推進するため、パンフレット「祈りの回廊」やホーム繰 144,837 ページ「巡る奈良」等で奈良の奥深い魅力を情報発信越 97,000 巡る 奈 良 推 進 事 業 27,735 成 果 指 標 26年度 27年度 28年度諸 52,910 「巡る奈良」ホームページアクセ起 4,100 ス数（件） 1,309,595 1,871,806 1,986,983㊀ 924,691前年度繰越分 前年度繰越分 「巡る奈良」事業の継承や宿泊力の強化に向けた事業に対し補助389,209 384,963 補助先 奈良市外８市町村、２広域連携組織持 続 的 観 光 力当該年度分 当該年度分 17,699 成 果 指 標 26年度 27年度 28年度パワーアップ補助金1,367,777 1,237,011 新たなにぎわい創出イベントの支援件数翌年度へ繰越 （件） 13 13 1141,423 奈良を訪れる観光客を増加させるため、地域と連携した奈良県の歩く魅力を作り、情報発信「歩く・なら」推奨ルート 121本「歩く奈良」推進事業 587 成 果 指 標 26年度 27年度 28年度「歩く・なら」ホームページアクセス数（件） 874,053 1,049,665 1,138,034「吉野・高野・熊野の 世界遺産「紀伊山地の霊場と参詣道」の観光地としての魅力を発信する2,406国 」三県 共同事 業 ため、ＷＥＢ特集ページの掲出によるプロモーションを実施滞在周遊型観光を推進するため、奈良盆地周遊をテーマに市町村と連携奈良盆地周遊型ウォ 21,055 してウォークルートを設定し、案内サインを整備ークルート造成事業 整備箇所 葛城市、大和高田市、香芝市、広陵町オフシーズン対策につながる商品企画支援並びにコンベンション開催支奈 良 県ビジターズ 援、観光情報サイトの管理運営、観光キャンペーン等に対し補助ビ ュ ー ロ ー 活 動 100,966 成 果 指 標 26年度 27年度 28年度支 援 事 業 コンベンション誘致支援件数（件） 258 240 260



決 算 報 科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果告 書 頁 千円 千円 事 業 名 金 額 内 容千円 春日大社第六十次式年造替を契機とした誘客促進キャンペーンを展開旅行商品造成・販売に向けた商談会の開催春日大社関連催事の旅行商品化奈 良 県 観 光 203,427 首都圏等での誘客促進イベントの開催キャンペー ン 事 業 ＴＶ等のメディアを活用した広報宣伝成 果 指 標 26年度 27年度 28年度観光入込客数（千人回） 19,848 20,936 22,805首都圏からの誘客を目的として、百貨店での観光物産展や商業施設での誘客イベントの開催、東京駅のデジタルサイネージを活用した観光情報首 都 圏 情 報 発 信 87,747 発信を展開プ ロ ジ ェ ク ト 事 業 期間 平成28年11月９日～15日 場所 新宿髙島屋期間 平成28年10月20日～12月４日 場所 渋谷ヒカリエ２ 記紀・万葉プロジェクトの推進事 業 名 金 額 内 容千円 地元交通事業者と連携したイベント等を実施記紀・万葉宝探しイベント橿原市、高取町、明日香村の３市町村を舞台に、スマートフォンを「 記 紀 ・ 万 葉 」 21,880 活用したデジタルスタンプラリーを実施交通事業者連携事業 雑誌連携イベントの実施女性向け雑誌「ＳＡＶＶＹ」とタイアップし、読者参加の撮影ツアーを実施３ 宿泊産業の育成支援 220,765千円事 業 名 金 額 内 容千円 オフ期の夏季・冬季の誘客促進策として、季節感・特別感のある奈良をうまし 奈 良 めぐり 51,240 感じることができる旅行商品を企画・造成し、プロモーションを展開推 進 事 業 企画数 41企画（夏 22企画 冬 19企画）冬期の観光オフシーズンの宿泊観光客の増加を図るため、県内イベントの少ない時期に、県内の伝統行催事を集結させた大規模なイベント「奈良大立山まつり」を開催宿泊観光客の増加に向け 開催期間 平成29年１月25日～29日136,000た冬期イベント展開事業 実施場所 平城宮跡大極殿院周辺実施内容 大立山巡行、伝統行催事実演、県内各地のあったかもん提供来場者数 26,363名県を訪問する観光客の利便性を図るとともに、中南和への周遊により県奈 良 県ビジターズ 内滞在時間の増加と宿泊への誘引を図るため、奈良県ビジターズビュービ ュ ー ロ ー 活 動 3,848 ロー主催ツアー等を実施強 化 事 業 ツアー催行回数 54回 参加者数 477名



オフ期の冬季宿泊客増加を図るための企画「うまし冬めぐり」と連動した宿泊プランの提案やＰＲを実施し、効果的な誘客促進を展開頑張るお宿に泊まる 福利厚生会員組織の会報誌を活用したプロモーション22,485観 光情報 発 信 事 業 うまし冬めぐり参加者数 92名 宿泊者数 873名県民限定宿泊割引ネットクーポンキャンペーンうまし冬めぐり参加者数 254名 宿泊者数 3,180名全国高等学校ラグビー大会等のスポーツイベントの機会を活用し、県内への宿泊を誘致することでオフシーズンの宿泊者の増加を促進オフシーズンのスポ 看板等による歓迎ムードの醸成や激励訪問等を実施ーツを活用した奈良 1,816 成 果 指 標 26年度 27年度 28年度の 宿 泊 推 進 事 業 全国高校ラグビー出場校の県内での延べ宿泊者数（名） 5,074 7,421 5,880宿泊観光客の増加を図るため、全国信用金庫の年金旅行企画担当者を対象としたファムトリップを実施団体旅行誘致促進事業 1,847 期間 平成28年10月２日・３日対象 信用金庫年金旅行企画担当者 24名誘致実績 ５信金 1,278名宿泊首都圏の私立学校や校長会への継続した誘致活動や、新たなターゲットとして東北地方の高等学校への誘致活動を展開修学旅行誘致促進事業 3,529 学校及び旅行会社を対象に、修学旅行に必要な情報やモデルコースを提供するウェブページを作成４ 外国人観光客の誘致 637,643千円事 業 名 金 額 内 容千円 近隣府県・民間団体と連携し、東南アジア・東アジア・欧米等を対象に国のビジット・ジャパン地方連携事業を活用した効果的・効率的な観光客誘致を展開紀伊半島滞在型観光プロモーション事業対象市場 韓国、台湾、香港、タイ、マレーシア、シンガポール、インドネシア紀伊半島国際観光客誘致推進事業外国人観光客誘致戦略 対象市場 中国ビ ジ ッ ト な ら 16,000 歴史・文化を活用したプロモーション事業キ ャ ン ペ ー ン 対象市場 フランス、アメリカ成 果 指 標 26年度 27年度 28年度外国人延べ宿泊客数（従業員10名以上の宿泊施設）（名） 106,730 243,060 289,760訪日教育旅行誘致事業対象市場 台湾成 果 指 標 26年度 27年度 28年度訪日教育旅行コーディネート人数（名） 448 1,021 950



決 算 報 科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果告 書 頁 千円 千円 事 業 名 金 額 内 容千円 外国人観光客のもてなし環境の充実に向け、外国人観光客が県内の観光奈良県外国人観光客 情報を入手でき、交流や宿泊ができる拠点施設として、奈良県外国人観241,815交 流 館 整 備 事 業 光客交流館（猿沢イン）を整備（一部国際交流基金活用事業）外国人観光客向けの観光案内機能・交流・宿泊機能などを備えた拠点施設、奈良県外国人観光客交流館（猿沢イン）の運営奈良県外国人観光客 191,500 平成29年３月にグランドオープン交 流 館 運 営 事 業 多言語（英中韓）常時対応、無料インターネット、外貨両替、手荷物預かり、日本文化体験、宿泊等外国人観光客向け観光 外国人観光客向けの奈良の食の魅力を伝えるガイドブックを作成23,760情報ツール作成事業 「ミシュランガイド2017奈良特別版」英語・日本語併記 10,000部マーケティング調査による観光客の動向とニーズの把握地 域 観 光 マ ー ケ 有識者によるマーケティング委員会の開催22,973ティング推 進 事 業 地域観光資源の調査分析、海外でのターゲット市場・プロモーション手法について検討新たな市場、旅行者層を開拓するため海外プロモーションを実施外国人観 光客誘致 海外観光レップ及び着地旅行商品コーディネーターの配置戦 略 新 市 場 開 拓 126,101 富裕層旅行商品商談会への出展キ ャ ン ペ ー ン 関西広域連合トップセールスへの参加奈 良 県ビジターズ インバウンド向けの周遊・滞在型旅行を促進するため、奈良ならではのビューローインバウンド 3,957 旅行商品の企画・造成・販売等を実施誘 致 促 進 事 業 国際会議の円滑な運営を支援するためのローカルサポートを実施国際会議開催支援事業 10,441 「観光と技術に関する国際会議」の開催支援多くの集客交流が見込まれるＭＩＣＥの主催者に対し、奈良での開催をＭＩＣＥ誘致活動事業 1,096 促すための誘致活動を実施日米草の根サミット開催地視察等


